
評書

書

評

辛
徳
勇
著『

建
元
与
改
元

　
一
西
漢
新
葬
年
号
研
究

』
罠
　
黒
　
杏
　
子

　
本
書
の
著
者
、
辛
徳
勇
氏
は
北
京
大
学
歴
史
学
系
教
授
、
中
国
古
代
史
研

究
中
心
に
所
属
し
、
中
国
歴
史
地
理
学
、
歴
史
文
献
学
を
専
門
と
す
る
、
現

在
の
申
国
史
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
前
漢
と
門
歯
期
、
及
び
後
漢
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
年
号
の
使

用
に
関
す
る
諸
問
題
を
扱
っ
た
辛
氏
の
既
発
表
の
諸
論
考
を
、
改
訂
の
う
え

集
成
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
年
号
を
主
題
と
し
て
い
る
が
、
著
者
の
専
門
と

す
る
歴
史
地
理
や
文
献
学
の
手
法
が
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
年
号
を
冠
し
て
年
を
表
記
す
る
方
式
は
、
前
漢
謹
言
の

治
世
の
中
期
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
年
号
創
始
の
状
況
に
関
す
る
『
史
記
』
や

『
漢
書
騙
の
記
述
に
は
曖
昧
な
点
が
あ
り
、
疑
問
を
も
っ
た
史
家
は
少
な
く

な
い
。
さ
ら
に
金
石
資
料
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
宋
代
以
降
、
ま
た
簡
燈
を

中
心
と
す
る
出
土
資
料
が
激
増
し
た
二
十
世
紀
以
来
、
正
史
の
紀
年
と
文
物

資
料
の
紀
年
と
の
間
の
差
異
あ
る
い
は
齪
酷
が
、
折
に
触
れ
て
指
摘
さ
れ
て

き
た
。

　
本
書
は
、
こ
う
し
た
漢
代
の
年
号
と
そ
の
表
記
の
実
態
に
関
す
る
積
年
の

諸
問
題
に
対
し
て
、
関
係
資
料
の
集
成
、
整
理
及
び
分
析
と
読
解
、
そ
し
て

合
理
的
解
釈
と
い
う
歴
史
学
の
基
本
作
業
を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

全
面
的
な
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
目
次
を
あ
げ
、
各
篇
の
主
な
論
点
を
概
観
し
て
い
く
。

自
序
上
篇
　
重
談
中
国
古
代
以
年
号
紀
年
二
一
用
時
間
（
全
十
皿
節
）

附
論
　
漢
”
元
朔
五
年
弩
”
鐵
郭
銘
文
述
疑
（
全
三
節
）

中
篇
　
漢
宣
帝
地
平
改
光
事
発
微
（
全
六
節
）

下
篇
　
所
謂
“
天
鳳
三
年
郵
郡
都
尉
”
縛
銘
文
与
秦
“
故
郭
郡
”

　
　
　
演
出
漢
之
際
的
年
号
問
題
（
全
十
三
節
）

附
表
　
改
訂
西
漠
重
葬
歴
史
紀
年
表

的
名
称
以

　
上
篇
は
、
前
漢
武
帝
期
に
お
け
る
「
年
号
紀
年
」
制
度
（
即
位
以
来
の
年

数
で
は
な
く
、
年
号
を
冠
し
て
、
改
元
か
ら
の
年
数
を
記
す
方
式
、
制
度
）

の
形
成
過
程
の
考
察
で
あ
り
、
論
旨
に
よ
っ
て
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
は
、
武
帝
中
期
ま
で
の
紀
年
形
式
の
実
態
、
及
び
改
元
の
起
こ
り
と

意
義
と
を
、
戦
国
時
代
以
来
の
沿
革
と
と
も
に
論
じ
た
部
分
で
あ
る
。
中
国

史
学
を
専
門
と
す
る
評
者
ら
が
通
常
、
前
漢
文
帝
や
景
短
期
に
お
い
て
、
改

元
前
と
改
元
後
の
年
と
を
区
別
す
る
た
め
に
用
い
る
「
後
信
」
や
「
中
元
」

は
、
当
時
の
表
記
で
は
な
い
。
十
二
即
位
後
、
｝
定
の
年
数
が
経
過
す
る
こ

と
に
改
元
す
る
方
式
が
は
じ
ま
り
、
武
帝
の
場
合
、
太
初
以
前
は
六
年
ご
と

に
改
元
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
当
時
は
年
を
、
例
え
ば
「
四
売
七
年
扁
（
「
中
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

府
鍾
」
銘
文
）
と
い
う
よ
う
に
表
記
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
漢
代
年
号
の
基
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礎
的
な
事
実
が
こ
こ
で
確
認
さ
れ
る
。

　
な
お
、
前
漢
で
は
じ
め
て
改
元
を
実
施
し
た
文
帝
の
意
図
に
つ
い
て
、
著

者
は
、
皇
帝
本
人
も
含
め
た
国
家
の
長
寿
を
願
い
、
天
命
な
い
し
員
数
の
更

新
を
企
図
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
改
元
の
意
味
は
戦
国
時
代
の
改

元
と
は
異
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
分
掌
以
降
、
前
漢
の
諸
皇
帝
に
特
有
の
一
定

周
翻
の
改
元
は
、
「
術
麩
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
．
」
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

　
第
二
は
、
武
帝
中
期
の
年
号
の
導
入
に
関
す
る
事
実
関
係
の
精
査
で
、
具

体
的
に
は
、
騨
史
記
』
巻
二
十
八
封
禅
書
と
『
漢
書
騙
巻
二
十
五
紅
型
志
所

載
の
有
司
上
奏
、
及
び
そ
の
関
連
史
料
（
主
に
『
漢
書
革
巻
六
十
四
下
所
収

の
終
軍
の
上
藤
）
の
解
析
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
関
す
る
史
家
の
諸
説
の
検
討

が
中
心
と
な
る
。

　
「
建
元
」
（
前
一
四
〇
～
一
三
五
）
・
「
元
光
」
（
前
＝
一
泡
～
＝
～
九
）
・

「
元
朔
」
（
前
一
二
八
～
～
二
三
）
・
「
元
仁
」
（
前
…
二
二
～
　
～
七
）
と
い

う
四
つ
の
年
号
は
、
い
つ
の
時
点
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
決
定
さ
れ
た
の

か
。
そ
れ
を
直
接
に
語
る
有
司
上
奏
に
は
脱
文
が
あ
る
と
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
も
諸
説
紛
々
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
決
定
さ
れ

た
年
号
が
文
書
な
ど
に
追
記
さ
れ
た
の
が
い
つ
な
の
か
、
歴
代
の
史
家
は
そ

れ
ぞ
れ
に
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
著
者
は
そ
う
し
た
諸
説
を
丁
寧
に
比
較
検
証
し
、
班
圏
に
よ
る
封
禅
書
の

文
章
の
改
訂
状
況
も
論
じ
、
関
連
史
料
と
照
合
し
な
が
ら
事
実
関
係
を
整
理

し
て
い
く
。
結
論
と
し
て
、
年
号
の
決
定
と
導
入
に
関
す
る
議
論
は
い
わ
ゆ

る
「
獲
麟
偏
を
契
機
と
し
て
起
こ
り
、
そ
れ
を
結
実
さ
せ
た
有
司
上
奏
は
光

鼎
三
年
（
前
＝
四
）
の
時
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
四
つ
の
年
号
の
う
ち
、
「
元
朔
」
に
つ
い
て
は
由
来
が
は
っ
き
り
と
せ
ず

諸
説
あ
っ
た
が
、
著
者
は
史
料
に
み
え
る
当
該
期
の
天
文
現
象
の
中
か
ら
適

合
的
な
現
象
を
探
し
出
し
た
。
今
後
定
説
と
な
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
第
三
は
、
第
二
の
部
分
に
引
き
続
き
、
コ
兀
鼎
」
（
前
一
一
六
～
　
一

～）

E
「
元
鳥
偏
（
前
一
一
〇
～
一
〇
五
）
の
二
つ
の
年
号
決
定
の
時
点
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
政
治
的
背
景
や
公
文
書
に
お
け
る
表
記
の
実
態
を
考

察
す
る
。
元
三
三
年
遅
時
点
で
、
そ
れ
以
前
の
四
回
の
改
元
に
君
応
ず
る
年

号
が
決
定
し
た
が
、
当
時
の
表
記
で
は
こ
の
年
は
「
五
元
三
年
」
で
あ
り
、

翌
年
の
濫
費
出
現
の
瑞
祥
を
待
っ
て
は
じ
め
て
「
黒
帯
」
と
い
う
年
号
が
決

定
さ
れ
た
。
「
元
封
」
の
場
合
は
、
改
元
し
て
六
ヶ
月
目
に
、
封
禅
挙
行
に

よ
っ
て
年
号
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
改
元
の
時
点
と
年
号
決
定
の
時

点
と
が
比
較
的
大
き
く
ず
れ
る
場
合
が
あ
る
の
が
、
当
時
の
実
態
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
公
文
書
に
お
い
て
「
年
号
紀
年
」
方
式
が
正
式
に
導
入
さ
れ
た

の
は
太
初
以
降
と
目
さ
れ
る
。
武
帝
期
の
年
号
決
定
は
、
当
時
進
め
ら
れ
て

い
た
諸
侯
王
対
策
の
一
環
を
な
し
、
皇
帝
と
諸
侯
王
と
の
権
威
の
違
い
を
年

号
表
記
に
よ
っ
て
可
視
化
す
る
意
図
の
も
と
で
は
じ
ま
り
、
太
初
改
暦
を
申

核
と
す
る
諸
制
度
改
革
の
　
角
と
し
て
、
制
度
上
に
お
い
て
も
確
定
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
第
四
は
、
附
論
も
含
め
、
と
く
に
武
帝
期
前
半
の
年
号
の
記
さ
れ
た
伝
世

の
文
物
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
注
意
と
精
査
の
必
要
と
を
喚

起
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
篇
を
通
じ
て
、
典
籍
史
料
の
記
載
を
整
理
し
、
そ
れ
を
出
土
状
況
に
信

頼
の
お
け
る
文
物
に
よ
っ
て
補
強
し
て
、
確
か
な
時
系
列
が
復
元
さ
れ
て
い

る
。
一
見
そ
れ
を
覆
す
か
に
み
え
る
霊
異
期
前
半
の
年
号
を
記
し
た
文
物
は

実
際
に
複
数
存
在
す
る
が
、
著
者
の
見
立
て
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
実
は
信

頼
で
き
な
い
伝
世
品
ば
か
り
だ
と
い
う
。
そ
の
代
表
例
が
三
論
で
取
り
上
げ
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評爵㍗

田

ら
れ
た
「
元
朔
五
年
弩
」
部
面
の
銘
文
で
、
著
者
は
用
語
や
制
度
の
考
証
に

基
づ
き
丹
念
に
そ
の
偽
物
た
る
証
拠
を
あ
げ
て
い
く
。

　
そ
し
て
著
者
は
、
金
石
銘
文
と
典
籍
史
料
に
お
い
て
は
後
者
を
根
本
と
し

つ
つ
隔
離
に
考
証
す
べ
き
と
す
る
王
国
維
の
提
言
を
改
め
て
喚
起
し
、
一
部

に
み
ら
れ
る
、
金
石
資
料
に
よ
る
典
籍
史
料
の
安
易
な
改
訂
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
こ
れ
は
、
中
篇
や
下
篇
に
も
み
ら
れ
る
、
本
書
に
一
貫
し
た
著
者
の
姿

勢
で
あ
る
。

　
中
篇
は
、
宣
帝
期
の
「
本
態
」
（
前
七
三
～
七
〇
）
か
ら
「
地
節
」
（
前
六

九
～
六
六
）
へ
の
改
元
に
ま
つ
わ
る
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
論
考
で
あ

る
。　
皇
帝
期
に
は
じ
ま
っ
た
一
定
の
年
数
ご
と
に
改
元
す
る
方
式
に
の
っ
と
り
、

宣
帝
期
に
は
［
貫
し
て
四
年
ご
と
に
改
元
が
行
わ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
評
者
ら
が
普
段
用
い
る
歴
史
年
表
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
初
頭
に
発
見
さ
れ
た
敦
煙
漢
簡
及
び
旧
居
延
漢

簡
中
に
「
本
号
六
年
〕
（
前
六
八
。
「
地
節
二
年
」
と
同
年
）
の
紀
年
を
も
つ

簡
が
あ
っ
た
こ
と
が
端
緒
と
な
り
、
伝
世
の
典
籍
史
料
か
ら
は
窺
い
得
な
か

っ
た
問
題
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
著
者
は
こ
の
問
題
を
、
西
北
辺
境
出
土
漢
心
中
の
紀
年
簡
や
、
近
年
発
掘

さ
れ
た
当
該
期
の
銭
萢
を
中
心
と
す
る
文
物
資
料
に
よ
っ
て
、
「
本
塁
」
か

ら
「
地
節
」
に
改
元
さ
れ
た
時
点
を
正
確
に
割
り
出
し
、
そ
し
て
典
籍
の
記

す
そ
の
時
点
に
お
け
る
中
央
の
政
治
情
勢
か
ら
改
元
の
実
情
を
究
明
す
る
、

と
い
う
二
つ
の
段
階
を
踏
ん
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

　
第
…
段
階
で
は
、
ま
ず
、
陳
墨
家
の
居
延
・
寸
秒
下
灘
中
の
紀
年
簡
の
集

成
と
典
籍
史
料
と
の
照
合
に
よ
る
改
鋳
時
点
（
改
元
月
）
確
定
の
手
法
を
忠

実
に
継
承
し
つ
つ
、
新
居
延
漢
簡
や
～
部
の
薄
煙
県
泉
藍
蝋
簡
か
ら
採
録
し

た
紀
年
簡
を
加
え
、
前
漢
後
半
期
の
改
元
の
時
点
を
割
り
出
し
、
次
に
そ
れ

ら
の
比
較
と
分
析
か
ら
、
公
文
書
に
お
け
る
改
光
前
後
の
年
号
の
表
記
に
か

か
わ
る
諸
原
則
を
抽
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
「
本
始
漏
と
「
地
節
扁
の
二
つ

の
年
号
の
使
用
状
況
を
把
握
し
、
改
元
の
時
点
は
本
堂
六
年
正
月
下
旬
以
降
、

五
月
十
四
日
以
前
と
い
う
期
間
を
割
り
出
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
諸
原
則
に

照
ら
す
と
、
漢
簡
上
で
二
つ
の
年
号
が
二
年
に
わ
た
っ
て
併
存
し
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、
改
元
の
前
後
に
起
こ
り
得
る
、
通
常
の
年
号
表
記
の
揺
ら
ぎ

か
ら
は
説
明
で
き
な
い
、
非
常
に
特
殊
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
第
二
段
階
は
、
「
本
能
六
年
」
簡
に
関
す
る
王
国
維
の
着
想
を
さ
ら
に
深

め
、
『
漢
書
騙
中
の
関
連
記
述
を
詳
細
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
本

始
」
か
ら
「
地
節
扁
へ
の
改
元
の
特
異
な
政
治
的
背
景
を
再
構
成
す
る
こ
と

が
中
心
と
な
る
。

　
表
向
き
は
武
帝
の
遺
命
を
ま
も
り
帝
室
の
輔
弼
に
徹
し
た
忠
臣
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
る
羅
光
と
い
う
人
物
に
は
、
事
実
上
の
最
高
権
力
者
と
し
て
帝

位
す
ら
自
在
に
操
っ
た
権
臣
と
し
て
の
裏
の
像
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
著
者

は
こ
の
裏
の
震
光
像
を
、
権
力
闘
争
の
状
況
分
析
を
通
じ
て
掘
り
下
げ
、

「
本
始
六
年
」
と
い
う
紀
年
の
存
在
を
、
下
平
身
開
下
で
昭
帝
か
ら
宣
帝
へ

の
皇
帝
の
交
替
す
ら
関
わ
り
な
く
、
六
年
ご
と
に
改
元
す
る
方
式
が
継
続
さ

れ
た
状
況
の
反
映
と
す
る
。
そ
し
て
震
光
の
死
去
（
本
始
六
年
三
月
1
1
地
節

二
年
）
と
宣
帝
の
親
政
開
始
と
い
う
政
治
の
大
転
換
の
中
で
、
改
元
年
数
の

変
更
や
、
二
年
を
遡
っ
て
の
新
年
号
の
追
記
と
い
っ
た
異
例
の
事
態
が
起
こ

っ
た
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
地
節
と
い
う
年
号
は
地
震
を
由
来
と
す
る
が
、
そ
れ
は
本
来
年

号
の
由
来
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
瑞
祥
で
は
な
く
、
む
し
ろ
災
異
で
あ
る
。
だ
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が
、
宣
帝
自
身
の
学
術
知
識
や
当
蒔
の
儒
学
の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
震
を
外

戚
等
の
権
臣
の
専
権
に
対
す
る
災
異
と
解
釈
と
し
た
例
が
『
漢
書
配
湯
二
十

七
五
行
志
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
と
結
び
つ
け
る
と
、
地
震
に
由
来
す
る
「
地

節
」
と
い
う
年
号
の
制
定
は
、
震
氏
に
対
す
る
宣
帝
の
牽
制
、
警
告
と
解
読

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
十
世
紀
の
出
土
資
料
に
よ
っ
て
判
明
し
た
、
…
見
典
籍
の
記
述
に
背
馳

す
る
不
可
解
な
状
況
が
、
様
々
な
資
料
を
駆
使
し
て
こ
の
よ
う
に
整
合
的
合

理
的
に
説
明
さ
れ
る
過
程
は
非
常
に
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。

　
陳
夢
家
が
先
鞭
を
付
け
た
紀
年
簡
の
集
成
に
よ
る
改
元
の
研
究
は
、
著
者

も
部
分
的
に
用
い
た
敦
煙
県
泉
置
錯
簡
の
穿
真
と
釈
文
の
全
冊
公
開
を
待
っ

て
、
今
後
進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
際
、
現
殺
階
で
絞
り
込
む

こ
と
の
で
き
る
改
元
の
時
点
な
い
し
期
聞
を
一
覧
に
し
た
本
書
の
末
尾
の

門
改
訂
西
声
言
葬
歴
史
紀
年
表
扁
は
、
確
か
な
基
礎
と
な
り
得
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
面
、
著
者
は
、
紀
年
の
あ
る
多
様
な
文
書
簡
の

う
ち
、
数
ヶ
月
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
簿
群
類
や
事
後
に
総
括
的
に
記
さ
れ
る

辞
書
な
ど
の
簡
、
あ
る
い
は
文
字
が
不
鮮
明
で
釈
読
に
同
意
し
か
ね
る
簡
を
、

改
元
時
期
の
特
定
に
不
適
格
と
し
て
排
除
し
て
い
る
。
あ
る
簡
が
ど
の
よ
う

な
文
書
の
一
部
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
紀
年
が
、
そ
の
文
書
の
作
成
さ
れ
た

時
点
の
紀
年
な
の
か
、
そ
れ
と
も
数
ヶ
月
後
に
改
元
を
経
て
か
ら
記
さ
れ
た

紀
年
な
の
か
、
と
い
っ
た
判
断
は
逐
一
の
説
明
を
要
す
る
。
断
簡
や
文
字
の

不
鮮
明
な
簡
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
様
々
な
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

漢
簡
を
用
い
た
漢
代
文
書
行
政
研
究
の
中
心
的
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
研

究
者
間
で
こ
れ
ら
種
々
の
文
書
の
性
質
や
作
成
過
程
に
様
々
な
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
著
者
が
示
し
た
判
断
や
説
明
に
対
し
て
、
疑

問
や
異
論
を
も
つ
右
転
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
意
味
で
、
中
篇
の
第
一
段
階
の
考
証
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
適
合
的

な
紀
年
簡
を
選
定
す
る
基
準
や
原
則
は
、
漢
書
文
書
研
究
の
観
点
か
ら
十
分

に
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
下
篇
で
は
、
「
天
鳳
三
年
鄭
郡
都
尉
」
徳
銘
の
真
偽
の
考
証
を
出
発
点
と

し
て
、
前
漢
末
期
の
二
三
の
「
太
初
元
将
」
か
ら
王
業
期
の
「
始
建
国
」
・

「
天
鳳
」
・
「
地
誌
」
、
そ
し
て
後
漢
の
光
武
帝
の
門
建
武
中
元
」
に
至
る
年

号
の
構
造
と
性
質
に
お
け
る
継
承
性
の
考
察
、
さ
ら
に
王
葬
期
の
暦
と
改
元

を
め
ぐ
る
政
治
過
程
に
ま
で
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　
考
証
は
、
銘
文
を
「
天
喜
三
年
扁
、
「
郭
郡
」
、
「
都
尉
」
の
三
つ
の
語
句
の

分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
葬
期
に
お
け
る
妥
当
性
を
検
討
す
る
手
順
で
進
め

ら
れ
る
。
最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
郵
挫
の
識
討
は
、
著
者
に
専
論
が

あ
る
統
一
秦
の
「
三
十
六
郡
」
の
研
究
と
も
関
連
し
、
さ
ら
に
王
者
期
の
郡

名
変
更
の
傾
向
分
析
も
含
む
。
次
に
「
都
尉
」
と
い
う
官
職
名
が
虚
器
期
に

存
在
し
得
る
か
否
か
、
墓
誌
銘
に
碑
を
使
用
す
る
よ
う
な
状
況
が
当
該
期
に

あ
り
得
る
か
、
と
い
っ
た
点
が
手
早
く
検
討
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
最
後
に
残

っ
た
「
天
鳳
三
年
」
と
い
う
紀
年
の
検
討
が
、
本
篇
の
主
眼
で
あ
る
。

　
こ
の
紀
年
を
両
蓋
交
替
期
に
お
け
る
年
号
表
記
の
実
態
と
傾
向
か
ら
検
討

す
る
中
で
、
著
者
は
宋
代
の
金
石
学
以
来
、
あ
る
い
は
漢
簡
の
発
見
以
来
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
一
つ
の
問
題
を
改
め
て
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、

『
漢
書
臨
で
は
「
始
建
国
」
（
九
～
＝
二
）
・
「
欝
乎
」
（
　
四
～
一
九
）
・
「
地

皇
」
（
二
〇
～
二
二
）
な
ど
と
記
さ
れ
る
王
葬
期
の
年
号
に
つ
い
て
、
当
該

期
の
金
石
資
料
や
簡
蹟
に
は
、
「
始
建
国
天
業
」
・
「
始
建
国
地
皇
」
・
「
新
始

建
国
天
鳳
上
品
」
な
ど
と
、
典
籍
と
異
な
る
表
記
が
み
え
る
が
、
そ
う
い
っ

た
事
態
は
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
い
か
に
出
来
し
た
の
か
、
と
い
う
問
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評書

題
で
あ
る
。

　
著
者
は
こ
こ
で
も
歴
代
の
史
家
の
見
解
を
了
寧
に
検
討
し
、
典
籍
と
金
石

資
料
と
を
相
互
に
参
照
し
な
が
ら
、
王
葬
の
年
号
の
前
後
に
出
現
す
る
哀
帝

の
「
太
初
売
将
」
や
光
武
帝
の
「
建
武
中
元
」
の
分
析
も
交
え
、
正
式
の
年

号
と
省
略
表
記
の
習
慣
、
金
石
資
料
に
み
ら
れ
る
年
号
の
装
飾
的
表
記
の
様

式
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
王
葬
の
即
真
当
初
の
改
潜
や
い
わ
ゆ
る

「
上
戊
暦
」
の
内
容
、
「
始
建
国
」
・
「
天
鳳
」
・
「
地
皇
」
の
年
号
の
意
味
と

改
元
の
具
体
的
事
情
と
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
詳
細
に
考
察
し
て
い
く
。

　
「
始
建
国
」
の
「
始
」
は
始
皇
帝
の
「
始
」
と
同
様
に
「
永
遠
」
の
意
味

を
も
つ
、
あ
る
い
は
「
天
鳳
」
に
は
本
来
災
異
で
あ
る
彗
星
の
出
現
を
吉
兆

に
転
化
す
る
発
想
が
み
ら
れ
る
、
ま
た
「
地
雷
」
は
三
蔵
暦
に
よ
っ
て
体
系

化
さ
れ
た
三
万
六
千
年
と
い
う
長
大
な
暦
の
計
算
の
中
で
考
案
さ
れ
た
、
と

い
っ
た
諸
々
の
解
釈
は
、
政
治
や
社
会
情
勢
と
の
対
応
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

説
得
力
を
も
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
年
号
の
意
味
の
解
釈
と
当
該
期
の
年
号

の
形
式
変
遷
の
過
程
と
が
両
輪
と
な
っ
て
、
当
該
期
の
年
号
の
歴
史
を
立
体

的
に
描
き
出
す
点
も
ま
た
、
本
篇
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　
と
く
に
評
者
が
興
味
深
く
感
じ
た
の
は
、
王
葬
期
の
「
上
童
暦
」
の
実
態

や
、
三
統
暦
に
基
づ
く
年
号
の
構
想
に
体
現
さ
れ
る
、
宇
宙
の
真
理
と
王
朝

の
永
遠
に
対
す
る
強
い
希
求
で
あ
る
。
ま
た
暴
露
の
こ
う
し
た
構
想
や
施
策

の
創
出
は
、
実
は
典
章
制
度
に
関
す
る
武
帝
の
諸
施
策
の
影
響
を
受
け
て
い

た
と
い
う
指
摘
は
非
常
に
新
鮮
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
赤
精
子
之
識
」
を
信

じ
自
身
の
延
命
と
漢
王
朝
の
延
暦
と
を
願
っ
た
点
点
の
姿
と
王
葬
と
の
類
似

が
示
さ
れ
た
点
は
、
謎
め
い
た
識
緯
が
大
量
に
出
回
り
、
権
力
の
正
当
性
を

左
右
す
る
も
の
と
し
て
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
時
代
背
景
と
、
権
力
者
の
精

神
性
と
を
改
め
て
考
え
る
契
機
と
な
る
。

　
下
篇
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
典
籍
、
簡
瞳
、
金
石
資
料
を
網
羅
し
た
当
該
期

の
年
号
の
系
譜
の
復
元
は
、
簡
贋
の
み
を
資
料
と
し
た
従
来
の
王
春
期
の
年

号
の
研
究
の
鋏
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
論
点
や

成
果
は
、
近
年
と
く
に
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
る
王
葬
の
思
想
と
そ
の
王
権
の

特
質
や
国
家
制
度
の
研
究
の
中
で
、
あ
る
い
は
両
漢
交
替
期
の
諸
政
権
の
思

想
的
背
景
を
考
え
る
上
で
、
今
後
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
篇
を
通
じ
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
美
辞
麗
句
に
過
ぎ
ず
、
固
定

的
で
変
化
に
乏
し
い
た
め
に
等
閑
視
さ
れ
が
ち
な
年
号
と
い
う
も
の
が
、
そ

の
誕
生
の
当
初
か
ら
、
皇
帝
権
威
の
象
徴
と
し
て
強
い
政
治
性
を
帯
び
、
政

治
情
勢
と
密
着
し
な
が
ら
、
と
き
の
皇
帝
や
国
家
の
意
志
を
顕
示
す
る
機
能

を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
が
、
緻
密
な
考
証
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
改
め
て
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
と
ら
え
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
天
子

の
神
聖
な
権
威
の
象
徴
」
で
あ
る
年
号
は
、
単
な
る
公
文
書
の
表
記
や
そ
の

制
度
を
越
え
た
、
生
々
し
い
政
治
状
況
を
映
し
出
す
鑑
と
も
な
っ
た
。
そ
の

意
味
で
、
本
書
は
年
号
を
視
角
と
し
た
漢
代
政
治
史
研
究
の
様
相
を
も
呈
す

る
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
本
書
に
～
齎
す
る
、
「
象
徴
」
た
る
年
号
に
こ
め
ら
れ
た
政
治
的

な
意
図
や
機
能
を
、
事
実
の
確
定
と
実
態
の
考
察
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
周

到
に
論
じ
て
い
く
手
順
に
は
、
著
者
の
考
え
る
年
号
の
歴
史
的
意
義
と
そ
の

し
か
る
べ
き
研
究
方
法
と
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
本
書

は
年
号
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
諸
事
象
、
諸
制
度
の
展
開
、
及
び
そ
の
社
会
的

背
景
を
考
究
す
る
上
で
、
今
後
踏
ま
え
る
べ
き
重
要
な
研
究
に
位
置
づ
け
ら

れ
よ
う
。

　
ま
た
本
書
を
通
じ
て
著
者
は
、
歴
史
事
実
の
復
元
と
配
列
と
い
う
歴
史
学
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の
基
本
的
な
作
業
の
あ
り
方
を
、
繰
り
返
し
訴
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
王

国
維
の
金
石
資
料
の
考
証
に
関
す
る
業
績
や
研
究
姿
勢
に
し
ば
し
ば
一
言
及
し

て
い
る
が
、
評
者
は
こ
こ
に
、
改
め
て
王
国
維
の
提
唱
し
た
「
二
重
証
拠

法
」
の
基
本
を
守
株
し
、
そ
こ
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
著
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
感
じ
た
。

　
先
人
が
校
訂
や
考
証
を
重
ね
て
き
た
典
籍
史
料
を
時
系
列
の
基
幹
と
し
て
、

そ
れ
と
の
整
合
性
を
第
一
に
探
り
な
が
ら
、
信
頼
で
き
る
考
古
学
的
発
掘
を

経
た
文
物
資
料
を
整
理
、
配
列
す
る
。
そ
う
し
て
構
築
さ
れ
た
確
実
な
時
系

列
に
基
づ
い
て
は
じ
め
て
、
あ
る
歴
史
事
実
が
出
来
す
る
社
会
的
政
治
的
背

景
を
合
理
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
あ
る
い
は
真
偽
の
わ

か
ら
な
い
文
物
資
料
の
信
愚
性
を
判
断
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
中
国
古

代
史
分
野
に
お
い
て
、
出
土
資
料
が
圧
倒
的
な
勢
い
で
増
え
続
け
る
今
日
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
今
…
度
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
を
、
著
者
は
実
践

し
て
み
せ
た
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
注
意
喚
起
に
接
す
る
こ
と

は
、
と
く
に
若
い
研
究
者
に
と
っ
て
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
～
方
、
本
書
の
自
序
に
、
年
号
の
問
題
は
必
ず
政
治
や
制
度
、
思
想
、
文

化
と
い
っ
た
歴
史
学
の
多
方
面
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
が
、
年
号
の
形
式
や
制
度
、
政
治
背
景
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
そ
の
背

後
に
あ
る
学
問
的
な
い
し
社
会
思
想
的
背
景
に
も
書
及
し
て
い
る
点
は
、
そ

う
い
っ
た
年
号
の
複
合
的
姓
質
に
対
す
る
認
識
と
お
お
む
ね
合
致
し
て
い
る
。

た
だ
、
評
者
の
問
題
意
識
に
ひ
き
つ
け
て
あ
え
て
言
え
ば
、
改
元
や
年
号
の

背
後
に
あ
る
学
問
や
社
会
通
念
の
詳
細
は
、
い
ま
だ
突
き
詰
め
ら
れ
て
い
な

い
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
準
え
ば
、
著
者
は
、
年
号
や
改
光
に
影
響
を
与
え
た
学
問
な
い

し
思
想
と
し
て
、
術
数
や
災
異
、
落
卵
学
派
、
図
識
な
ど
を
あ
げ
、
と
き
と

し
て
そ
の
内
容
と
個
々
の
年
号
の
関
わ
り
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
い
る
が
、

そ
う
い
っ
た
個
々
の
関
連
性
を
束
ね
た
大
き
な
思
想
の
潮
流
そ
の
も
の
に
は

及
ん
で
い
な
い
。
今
後
は
、
本
書
で
示
さ
れ
た
個
々
の
関
連
性
を
問
題
提
起

と
し
て
受
け
止
め
、
年
号
を
視
角
と
し
て
漢
代
学
術
な
い
し
思
想
の
潮
流
を

追
究
し
て
い
く
こ
と
が
、
一
つ
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
漢
代
の

王
権
を
め
ぐ
る
思
想
や
言
説
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。

　
そ
し
て
そ
れ
が
、
本
書
で
行
わ
れ
た
漢
代
年
号
の
制
度
史
と
政
治
史
の
考

察
と
組
み
合
う
こ
と
で
、
聖
代
年
号
の
歴
史
の
全
体
像
を
把
握
し
、
王
権
と

そ
れ
に
よ
る
支
配
の
具
体
的
過
程
を
考
え
る
こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
は
ず

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
年
号
の
意
味
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
福
祐
獲
得
や
厄

除
け
の
願
い
は
、
そ
れ
自
体
は
決
し
て
政
治
の
レ
ベ
ル
に
の
み
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
い
。
皇
帝
か
ら
一
般
庶
民
ま
で
、
漢
代
祉
会
に
生
き
る
人
々
は
、

長
寿
や
生
活
の
安
寧
と
い
っ
た
願
望
を
等
し
く
懐
い
て
い
た
だ
ろ
う
。
年
号

や
改
元
も
ま
た
、
「
日
書
」
な
ど
の
出
土
資
料
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
、
先
秦
・
秦
漢
時
代
の
人
々
を
取
り
巻
い
て
い
た
社
会
習
俗
や
通
念
、

信
仰
の
実
態
と
同
じ
土
壌
に
生
育
し
て
い
た
、
と
考
え
る
余
地
も
多
分
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
年
号
や
改
元
の
政
治

性
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
通
俗
的
性
質
や
社
会
性
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
も
、

今
後
、
秦
漢
期
の
王
権
の
性
質
や
社
会
的
土
壌
を
考
え
る
論
点
と
な
り
得
る

だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
評
者
は
本
書
を
主
に
豊
代
王
権
思
想
研
究
の
ひ
と
つ
の

成
果
と
し
て
受
け
止
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
世
及
び
出
土
文
物
や
簡
墳
資
料

の
扱
い
と
い
っ
た
面
か
ら
の
具
体
的
な
批
籾
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
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て
い
る
が
、
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
に
は
ひ
と
え
に
評
者
の
能
力
不
足
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
恐
縮
な
が
ら
、
他
の
読
者
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

①
「
中
私
府
鍾
扁
銘
文
は
『
漢
代
銅
器
銘
文
選
釈
』
（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

　
「
拓
本
扁
篇
所
載
。
こ
の
表
記
形
式
は
、
『
史
記
隔
巻
工
十
入
封
禅
書
に
、
「
有
司

　
言
、
元
宜
以
天
瑞
命
、
不
宜
以
一
二
数
扁
と
あ
る
年
数
の
数
え
方
と
一
致
す
る
。

②
こ
う
し
た
前
漢
に
お
け
る
一
定
の
年
数
で
の
改
元
に
つ
い
て
は
、
津
田
左
右
吉
の

　
考
察
が
あ
る
（
「
漢
代
政
治
思
想
の
一
側
面
」
第
三
章
「
改
元
」
、
『
津
田
左
右
吉

　
全
集
㎞
第
十
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
所
収
）
。
津
田
は
、
改
元
を
漢

　
室
の
生
命
力
更
新
の
た
め
の
呪
術
と
み
な
し
た
上
で
、
「
一
定
の
年
数
を
隔
て
て

　
改
元
す
る
の
は
、
そ
の
期
間
に
小
さ
い
歴
運
の
盛
衰
が
あ
る
と
見
た
か
ら
で
は
あ

　
る
ま
い
か
」
と
推
測
し
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
や
㎎
史
記
㎞
巻
二
十
六
暦
書
所
載

　
「
暦
術
甲
子
篇
」
の
記
述
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

③
こ
の
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
研
究
と
し
て
は
、
古
く
は
藤
照
至
善
門
史
記
漢
書

　
の
一
考
察
一
漢
代
年
号
制
定
の
時
期
に
就
い
て
一
」
（
魍
東
洋
史
研
究
隔
第
　

　
巻
五
号
、
一
九
三
六
年
）
、
及
び
「
漢
武
帝
の
年
号
制
定
に
つ
い
て
i
雷
海
宗

　
「
漢
武
帝
建
年
号
始
於
侮
年
？
・
」
の
批
判
一
」
（
噸
東
洋
史
研
究
㎞
第
工
巻
～
号
、

　
一
九
三
六
年
）
が
あ
り
、
ほ
ぼ
同
様
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。

④
『
秦
漢
政
区
与
辺
界
地
理
研
究
匝
（
申
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
〉
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
｝
○
頁
　
中
華
書
局
　
二
〇
～
三
年
七
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
）

評書
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